
昨
年
度
の
取
り
組
み
か
ら

通
公
民
館
で
昨
年
度
取
り
組
ん
だ
事

業
の
中
か
ら
「
竹
馬
づ
く
り
教
室
」
を

紹
介
し
ま
す
。
こ
の
教
室
は
小
学
生
を

対
象
に
、
普
段
扱
わ
な
い
の
こ
ぎ
り
な

ど
の
刃
物
を
使
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
活
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
技
術
と

経
験
を
学
ば
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

参
加
者
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
竹
馬
づ
く
り

に
挑
戦
。
最
初
は
恐
る
恐
る
刃
物
を
使

っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
徐
々
に
使
い

方
に
慣
れ
て
い
き
、
最
後
に
は
上
手
に

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

教
室
終
了
後
、
自
分
た
ち
の
作
っ
た

竹
馬
を
乗
っ
て
遊
ぶ
こ
ど
も
た
ち
。
し

か
し
子
ど
も
た
ち
よ
り
も
真
剣
に
竹
馬

乗
り
に
挑
戦
す
る
お
父
さ
ん
の
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た
取
り
組
み
　

通
地
区
は
鯨
文
化
の
色
濃
く
残
る
地

域
で
す
。
そ
ん
な
地
域
資
源
を
活
か
し

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
の
が
「
通
く

じ
ら
祭
り
」
で
す
。

最
大
の
見
せ
場
と
な
る
「
古
式
捕
鯨

の
実
演
」
で
す
が
、
昨
年
か
ら
実
演
ス

タ
ッ
フ
を
一
般
公
募
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
赤
ふ
ん
姿
に
な
っ

て
古
式
捕
鯨
を
体
験
、
遠
く
は
横
浜
や

宮
崎
か
ら
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

古
式
捕
鯨
ス
タ
ッ
フ
を
今
年
も
募
集
し

ま
す
。
あ
な
た
も
赤
ふ
ん
姿
に
な
っ
て

古
式
捕
鯨
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

２
０
０
７
通
く
じ
ら
祭
り

■
と
　
き
　
７
月
21
日
（土）

■
と
こ
ろ
　
通
小
浦
埋
立
地
周
辺

■
内
　
容
　

第
一
部
　
和
船
競
漕
大
会

第
二
部
　
古
式
捕
鯨
の
実
演

第
三
部
　
カ
ラ
オ
ケ
大
会

川
の
面
は

他
の
も
の
を
反
映
し
て
は

己
の
面
の
ご
と
く
に
見
せ
て
い
る
。

｜
香
月
泰
男
｜

香
月
作
品
は
水
を
主
題
と
し
た
も

の
が
多
い
。「
水
鏡

み
ず
か
か
み

」「
漣

さ
ざ
な
み

」「
流な

が
れ

」

「
瀧た

き

」「
波
濤

は

と

う

」「
雪ゆ

き

の
海う

み

」
…
水
そ

の
も
の
の
本
質
を
捕
ら
え
た
画
伯
の

作
品
に
は
自
然
さ
が
あ
り
、
思
わ
ず

誘
い
込
ま
れ
る
奥
深
さ
が
あ
る
。

香
月
泰
男
と
水
と
の
か
か
わ
り
を

体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
会
　
期
　
６
／
２
（土）
〜
９
／
30
（日）

●
開
館
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

（
入
館
は
16：

30
ま
で
）

●
入
館
料
（
20
人
以
上
団
体
）

思
い
や
り
の
心
あ
ふ
れ
る
詩
。
心

の
奥
底
に
ひ
び
い
て
く
る
詩
。
自
然

や
い
の
ち
へ
の
深
い
ま
な
ざ
し
に
、

人
間
も
自
然
の
一
部
で
あ
る
と
気
付

か
せ
て
く
れ
る
詩
。
そ
の
よ
う
な

「
金
子
み
す
ゞ
の
詩
の
世
界
」
を
一
緒

に
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

昨
年
度
の
講
座
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご

要
望
に
応
え
、
今
年
度
は
２
コ
ー
ス

開
講
い
た
し
ま
す
。

●
講
師
　
嶋
田
　
靖
代
氏

（
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
学
芸
員
）

●
Ａ
コ
ー
ス
（
８
回
講
座
）

①
10
時
〜
、
②
13
時
30
分
〜

・
６
／
23
②
家
族
の
愛
情
そ
の
一

・
７
／
７
②
家
族
の
愛
情
そ
の
二

・
７
／
28
①
精
神
風
土
そ
の
一

「
み
ち
の
く
ひ
と
り
旅
」
で
ミ
リ
オ

ン
セ
ラ
ー
を
記
録
し
た
、
山
口
県
が

誇
る
演
歌
歌
手
・
山
本
譲
二
の
本
格

的
な
コ
ン
サ
ー
ト
。

生
バ
ン
ド
の
演
奏
に
乗
せ
て
お
届

け
す
る
、
山
本
譲
二
の
素
晴
ら
し
い

歌
声
に
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
７
／
22
（日）

昼
の
部
／
14：

30
〜

夜
の
部
／
18：

30
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

６
、
０
０
０
円

※
当
日
５
０
０
円
増

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
、
②
ほ
か

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
４
４
９
８

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

香
月
泰
男
美
術
館
で
実
施
し
て
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
来
館
者
の
声

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

前
か
ら
雑
誌
そ
の
他
で
香
月
さ
ん

の
絵
を
見
た
く
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
や
は
り
来
て
思
っ
た
と
お
り
す

ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（愛

媛
県
50
代
女
性
）

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
油
彩
を
観
た

い
で
す
。椿
会
展
で
先
日
観
ま
し
た
。

ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
等
日
本
人
に
な

い
才
能
の
深
さ
を
感
じ
ま
す
。
日
本

の
ピ
カ
ソ
？
（
東
京
都
40
代
女
性
）

●
と
き
　
６
／
10
（日）

１
回
目
／
10：

00
〜

２
回
目
／
14：

00
〜

３
回
目
／
18：

00
〜

●
入
場
料
（
全
自
由
席
）

大
　
　
　
人
／
１
、
３
０
０
円

高
校
生
以
下
／
　
　
７
０
０
円

ペ
　
　
　
ア
／
２
、
４
０
０
円

●
監
督
　
山
田
洋
次

●
主
演
　
木
村
拓
哉

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
、③
〜
⑦
、

⑨
、
北
浦
シ
ネ
ク
ラ
ブ

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

４
人
編
成
の
グ
ル
ー
プ
「
ノ
フ
タ

ス
」
に
よ
る
、
イ
タ
リ
ア
の
楽
器
ビ

ブ
ラ
ン
ド
ネ
オ
ン
を
使
っ
た
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
ジ
ャ
ズ
、
タ
ン
ゴ
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
演
奏
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
会

場
の
子
供
た
ち
と
リ
コ
ー
ダ
ー
を
使

っ
た
ジ
ャ
ズ
演
奏
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

●
と
き
　
７
／
８
（日）

18：

30
〜

●
入
場
料

一
　
　
　
般
／
１
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
／
　
　
５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
、
ウ
ェ
ー
ブ
、
ル

ネ
ッ
サ
な
が
と
、
日
置
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

・
８
／
18
①
精
神
風
土
そ
の
二

・
９
／
８
①
豊
か
な
感
性
と

宇
宙
・
自
然
へ
の
ま
な
ざ
し

・
９
／
29
①

童
謡
詩
人
「
金
子
み
す
ゞ
」

・
10
／
13
②
結
婚

・
11
／
17
②
み
す
ゞ
甦
り
・

い
の
ち
の
う
た

●
Ｂ
コ
ー
ス
（
４
回
講
座
）

①
10
時
〜
、
②
13
時
30
分
〜

・
７
／
14
②
み
す
ゞ
詩
に

う
た
わ
れ
た
詩
歌
や
物
語

・
８
／
４
②

み
す
ゞ
詩
に
う
た
わ
れ
た
遊
び

・
９
／
15
②
み
す
ゞ
詩
に

う
た
わ
れ
た
植
物
・
草
花

・
10
／
27
①
「
學
校
へ
ゆ
く
み
ち
」

を
実
際
に
歩
く

●
会
場
　
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
２
階

●
参
加
無
料

●
定
員
　
各
コ
ー
ス
と
も
30
人

●
申
し
込
み
　
各
回
ご
と
前
日
ま
で

に
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
へ

・
一
　
般
　
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

・
大
学
生
　
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

・
高
校
生
以
下
無
料


